
 

 

水稲の生育状況         (６月３日：福光農業改良協議会 良質米実証田生育調査結果） 

品種名 
田植日 草丈（cm） 株当たり茎数(本) 葉齢（葉） 葉色 

Ｒ７ 平年 Ｒ７ 平年 Ｒ７ 平年 Ｒ７ 平年 Ｒ７ 平年 

とみちから 5/ 3 5/ 3 29.9 32.7 15.6 15.1 7.6 7.9 4.4 4.4 

五百万石 5/ 5 5/ 4 23.4 26.7 17.2 12.1 8.1 8.2 4.3 4.5 

てんたかく81 5/ 4 5/ 4 24.6 28.2 13.7 12.2 7.5 7.3 4.2 4.3 

コシヒカリ 5/14 5/14 23.7 27.6  5.5 8.6 5.8 6.1 3.9 4.1 

てんこもり 5/11 5/ 9 22.9 24.9 12.6 11.1 6.9 6.9 4.3 4.4 

密

苗 

てんたかく81 5/ 4 5/ 4 21.6 23.1 16.9 12.3 7.1 6.9 3.9 4.2 
コシヒカリ 5/19 5/16 17.5 24.3  5.3 7.4 4.5 5.6 3.8 4.1 
てんこもり 5/ 9 5/ 8 21.9 22.4 15.7 12.1 7.0 6.3 4.2 4.4 

 

 

 

１ 今後の水管理 

水管理のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）早生・てんこもり 

・中干しの開始時期です。ほ場中央部で「くるぶしが沈む程度」 

まで干しましょう。 

・茎数が少ないほ場は浅水管理を継続し、中干しはやや遅らせま 

しょう。 

   ・中干し後は間断かん水を行い、根に水と酸素を十分に供給 

しましょう。 

・葉色の急激な低下を防ぐため、乾かしすぎないようにしましょう。 

浅水 溝切り 中干し 間断かん水 飽水管理 湛水管理 間断かん水 落水

出穂期幼穂形成期移植・播種 成熟期

有効茎を確保

する時期
根を育てることで

茎や葉を健全にする時期

根の活力を維持することで

登熟能力を高める時期

 早生・晩生の生育は概ね順調です。中生は、田植え以降の強風や低温の影響により、茎数

の確保が遅れているほ場が散見されます。 

 根を増やし、根圏を拡大する時期を迎えています。生育状況を確認し、品種ごとの生育ス

テージに合わせた適切な水管理（中干し・間断かん水）を徹底しましょう。 

 近年は、中干し・間断かん水での干しすぎにより、穂数や１穂籾数が減少し、収量が低下

したほ場が多くみられています。干しすぎに注意しましょう。 

※てんたかく 81 の平年値は R4～R6 年の値                         （調査筆数：各２筆) 

令和７年６月７日 

福光農業改良協議会 
砺波農林振興センター南砺班 
福光農業協同組合 営農部 
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水稲 

中干し終了の目安 

足跡 10 ㎝程度 
（くるぶしが沈む程度） 

五百万石 

とみちから 

てんたかく 81 

てんこもり 
コシヒカリ 
直播 

（収穫５～７日前） 

  分げつ期 中干し頃 出穂期 

適切な水管理により 

根量を増やす 

→倒伏防止 

 収量向上 

 品質向上 

根の状態 

6/7 現在の生育ステージ場所 



 

 

 

 

 

 

（２）コシヒカリ 
・溝切りを行い、中干しに入る準備をしましょう。 

・分げつが取れていないほ場は浅水管理を徹底し、天気の良い日に軽い田干しを行い 

ましょう。 

（３）直播 
     ・１ｍ間の茎数が 100 本になったら速やかに中干しを開始しましょう。 

２ 雑草防除 
ノビエ等の残草がある場合は、下表を参考に除草剤を遅れずに散布しましょう。 

※収穫前使用日数など詳しくは、「営農とくらし」Ｐ58～65 を参照してください。 

                                                          

３ カメムシ対策 
  農業研究所のすくい取り調査(5/19～21)では、斑点米カメムシ類が 21.3 頭（平年 3.4 頭）

確認されるなど、多発しています。斑点米カメムシ類は、品質の低下だけでなく、色彩選別

機によるくず米増加で収量が低下します。畦畔及び雑草地の草刈りを徹底し、斑点米カメム

シの増殖を抑制しましょう。また、水田内のノビエやホタルイは、カメムシ類をほ場内に誘

引する要因となります。水田内の除草に努めましょう。 

 

播種後の排水対策 

・播種直後に排水溝の連結や排水口の掘り下げを確実に行いましょう。 

・降雨後にほ場を確認し、停滞水がある場合は溝の手直しをしましょう。 

 排水対策の効果 

① 降雨後でも乾きやすく、出芽・苗立ちが安定 → 青立ちの防止にもつながる 

② 根の伸びがよく、根粒が多くなり、生育が促進 

③ 茎疫病、黒根腐病などの発生防止 

適用 

雑草 
薬剤名 

使用時期 散布時の 

水の状態 移植 直播 

ノビエ 

のみ 

トドメＭＦ１キロ粒剤 ノビエ５葉期まで ノビエ４葉期まで 湛水 

クリンチャーEW（動力噴霧機） 
   ※展着剤を加用する 

ノビエ６葉期まで ノビエ５葉期まで 湛水又は落水 

ノビエ 

広葉雑草 

ロイヤント乳剤 
※ﾎﾀﾙｲ、ｸﾛｸﾞﾜｲには効果なし 

ノビエ５葉期まで 
落水又はごく浅水 

※直播は落水散布のみ 

※散布後３日以内に入水 

アレイルＳＣ 
ノビエ５葉期まで 

（出穂始期 15 日前まで） 
湛水又は落水 

トドメバスＭＦ液剤 ノビエ６葉期まで 
落水又はごく浅水 

※直播は落水散布のみ 

広葉雑草 
バサグラン液剤 

移植後 15日～ 
播種後 35日～ 

落水 
バサグラン粒剤 ｲﾈ 3.0 葉期～ 

大豆 

２日程度 

入水 

３日程度 

 落水 

間断かん水の目安 

幼穂形成期まで入水・落水

を２～３回繰り返す 

落 水 期 間 は 

ほ 場 条 件 や 

生 育 状 況 を 

確認して調整

しましょう。 

幼穂形成期(6/26 頃)の目安 

足跡３㎝程度 

間断かん水で

徐々に田面を

固めましょう。 

農作業中の熱中症に注意！ こまめに休憩、水分補給をしましょう。

昨年より落水期間を短くしています（４日→３日） 

※ｸﾘﾝﾁｬｰ EW 無人航空機散布可能 希釈量等は営農とくらしを参照してください。 

※ハイクリブームでの除草剤散布後は、しっかりと洗浄しましょう。（フィルター等も詰まりやすいので注意しましょう。） 


